
令和５年度  教 育 計 画 

                 愛南町立平城小学校  
学校番号 087   

校長名 飯田 豊一 学級数 
10 

（３） 
児童数 212 教職員数 21 

学校の教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家 庭 ・ 地 域 
地域人材の活用による学校支援体制の構築 

人間力・指導力・組織力のある教職員 

（目標チャレンジ制度を活用した学校運営参画意識の定着） 

 

正しい子 
● 元気な挨拶をする 
● 友達を大切にする 
● 正しいことを当たり
前にできる 

考える子 

● 共に学ぶ 

● 読書に親しむ 

強い子 
● 恐れず挑戦する 

● 運動に親しむ 

● しっかり食べる 

連 

携 

協 

働 

地域とともに愛顔あふれる児童を育てる 

安全と安心・信頼・特色のある学校 

 

特別支援教育→共に生きる 

人権・同和教育→いじめをなくす 

       →相手の気持ちを想像する 

学校運営協議会 

業務改善の積み重ねによる働き方改革 

（地域コーディネーター、SSSとの連携と活用） 

 

 

想像力のスイッチを入れよう！ 
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積
小
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【経営の重点と努力事項】（「積小為大・凡事徹底」の精神を基盤に） 

１ 確かな学力を育てる教育の推進 

 〇 ＩＣＴ(タブレット端末)を活用した個別最適化された学びの創造 

２ 豊かな心を育てる教育の推進（道徳教育） 

 〇 考え、議論する道徳の授業実践を通して、他の痛みを想像できる児童を育成する。 

 〇 家庭・地域と連携したあいさつ運動の推進 

３ 健やかな体を育てる教育の推進 

 〇 家庭との連携を重視した食育の推進 

４ 人権・同和教育の充実 

 〇 納得と共感を基盤にし、全教育活動を通して人権・同和教育を推進する。 

５ 特別支援教育の充実 

 〇 一人一人の教育的ニーズの見極めと組織的な推進 

６ 生徒指導の徹底と健全育成の推進 

 〇 「平城小いじめＳＴＯＰ宣言」を核にし、地域と連携した生徒指導の推進 

７ 安全・安心な教育環境の整備と命を守る教育の充実 

 〇 「自分の命は自分で守る」という意識の徹底 

８ 教職員の資質・能力の向上 

 〇 教育委員会と連携し、校長との話合いを基にした個人研修目標の設定と見取り 

 〇 全員参加の意識を作り出す研修体制の充実 

９ 業務改善の積み重ねによる働き方改革 

 〇 地域人材の有効活用と学校支援体制の再構築（地域コーディネーターの活用）  

管 
理 

運 

営 

１ 人的管理 

(1) 服務規律の順守と教育公務員としての立場の自覚 

(2) 交通安全推進協議会の実効性ある運営（横断歩道付近での注意運転の励行） 

(3) 何でも話し合える風通しの良い温かい職場の雰囲気づくり 

   （チーム平城としての意識の醸成） 

２ 物的管理 

(1) 毎月の安全点検を中心とした施設・設備の安全管理 

(2) 平城共同学校事務室との連携による計画的な備品購入と適切な廃棄 

(3) 施錠や定期的なチェックによる薬品等の徹底管理 

(4) 全教職員の協力・連携による美しく落ち着いた教育環境づくり 

３ 事務管理 

(1) 公費及び私費（校納金等）の使途や収支を明確にした厳正な会計管理 

(2) 平城共同学校事務室との連携による正確で迅速な事務処理 

 (3) 個人情報の適切な保管と管理 

(4) 校務支援システム（愛サポ）の積極的活用による事務処理の効率化 

本
校
教
育
の
特
色 

 平城小学校では、平成 30年度・令和元年度文部科学省の人権教育指定をきっかけに、

人権・同和教育に一段と力を入れ、相手の気持ちを考えて行動する児童の育成に努めて

いる。校舎玄関には「想像力のスイッチを入れよう」という合言葉を掲示して教育活動

を重ねている。また、今年度も、「積小為大・凡事徹底」を学校教育の基本とし、当たり

前のことを大切に積み重ねていくことを重視していきたい。また、今年度から町の支援

により配置される「地域コーディネーター」と連携し、地域コミュニティーの核として

の学校を意識した活動を更に充実させたい。 

 


